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第
十
条
の
見
出
し
中
「
証
券
専
門
会
社
等
」
を
「
専
門
子
会
社
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
及
び
第
五

項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
及
び
第
二
号
又

は
第
四
条
の
四
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を
「
若
し
く
は
第
二
号
又
は
第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
二
、
第

六
号
若
し
く
は
第
七
号
」
に
、「
第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
、
第

四
号
及
び
第
四
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
及
び
第
四
号
か
ら
第
五
号
ま

で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
二
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
、
法
第
四
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
」を
削
り
、「
第
四
条
第
五
項
第
三
十
五
号
」

を
「
同
項
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
法
第
四
条
の
四
第
二

項
第
七
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
第
四
条
第
五
項
第
三
十
五
号
」
を
「
同
項
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
四
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
つ
て
、
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主
と
し
て
信
用
協
同

組
合
連
合
会
、
そ
の
子
会
社
又
は
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の

二

第
四
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
。
た
だ
し
、
同
項
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に

つ
い
て
は
証
券
子
会
社
等
（
法
第
四
条
の
四
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
証
券
子
会
社
等
を
い
う
。）を
有
す
る

場
合
に
限
り
、
第
四
条
第
五
項
第
二
十
四
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
保
険
子
会
社

等
（
法
第
四
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
保
険
子
会
社
等
を
い
う
。
次
項
第
三
号
及
び
第
三
項
第
五
号

に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
限
り
、
第
四
条
第
五
項
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
業

務
に
つ
い
て
は
信
託
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。

（
保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
第
八
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
十
項
」
に
、「
第
二
百
十
条
の
七
第
九
項
」

を
「
第
二
百
十
条
の
七
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
十
四
号
の
二
中
「
第
四
十
一
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
」
を
「
同
号
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
」
に
、「
業
務
（
第
四
十
一
号
」
を
「
業
務
（
同
号
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

三
十
四
の
二
の
二

資
金
移
動
業
者
が
営
む
資
金
移
動
業
の
代
理
又
は
媒
介

第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
第
一
号
中
「
第
二
項
第
三
十
四
号
の
三
」
を
「
前
項
第
三
十
四
号
の
三
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
中
「
第
二
項
第
四
十
七
号
」
を
「
前
項
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
第
一
号
中
「
第
二
項
第
一

号
か
ら
第
三
十
四
号
の
二
ま
で
」
を
「
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
四
号
の
二
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
第
五
号
中
「
次
条
第
十
号
」
を
「
次
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
九
号
中
「
第
五
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
五
十
八
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
各
号
」に
改
め
る
。

第
二
百
十
条
の
七
第
二
項
第
六
号
中
「
第
十
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
十
六
条
第
四

項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
第
三
号
中
「
第
三
十
四
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
を
「
第

三
十
四
号
の
三
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
第
十
二
号

及
び
」
を
「
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
第
四
号
の
二
、
第
十
二
号
又
は
」
に
、「
第
三
十
四
号
か
ら
第
四
十

五
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
号
の
三
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
三
十
四
号
か
ら
第
四

十
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
号
の
三
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
百
十
一
条
の
八
十
二
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
当
該
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
が
将
来
に
わ
た
っ
て
事
業
活
動
を
継
続
す
る

と
の
前
提
に
重
要
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
象
又
は
状
況
そ
の
他
当
該
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
経

営
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
象
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
重
要
事
象
等
」
と
い
う
。）が
存
在
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
、
当
該
重
要
事
象
等
に
つ
い
て
の
分
析
及
び
検
討
内
容
並
び
に
当
該
重
要
事
象
等

を
解
消
し
、
又
は
改
善
す
る
た
め
の
対
応
策
の
具
体
的
内
容

（
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
職
員
が
検
査
及
び
犯
則
事
件
の
調
査
を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
票
等
の
様
式
を

定
め
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
職
員
が
検
査
及
び
犯
則
事
件
の
調
査
を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
票
等
の
様

式
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
平
成
四
年
大
蔵
省
令
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

資
金
移
動
業
者
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）第
二
条
第
三
項（
定

義
）に
規
定
す
る
資
金
移
動
業
者
を
い
う
。第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
十
四
号
の
二
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）

が
営
む
資
金
移
動
業
（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金
移
動
業
を
い
う
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
代

理
又
は
当
該
資
金
移
動
業
に
係
る
事
務
の
代
行

第
五
十
一
条
第
四
号
中
「
前
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
見
出
し
中
「
証
券
専
門
会
社
等
」
を
「
専
門
子
会
社
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
五
項
及
び

第
六
項
」
を
「
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
項
各
号
」
を

「
第
四
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、「
営
む
業
務
」
を
「
行
う
業
務
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
銀
行

業
」
を
「
保
険
業
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
第
百
六
条
第

一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
五
号
、
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
百
六
条
第
一
項
第
十
二
号
及

び
」
を
「
第
百
六
条
第
一
項
第
四
号
の
二
、
第
十
二
号
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
第
七
項
」
を
「
次

条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
第
八
項
」
を
「
次
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
次
条
第

九
項
」
を
「
次
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
三

項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
、
法
第
百
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す

る
」
を
削
り
、「
次
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
を
「
同
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

第
一
項
第
二
号
中
「
第
三
項
各
号
」
を
「
第
四
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、「
営
む
業
務
」
を
「
行
う
業

務
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
法
第
百
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
次
条
第
二
項
第
四
十
一

号
」
を
「
同
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、「
法
第
百
六
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
」
及
び「（
以
下
「
信
託
子
会
社

等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
百
六
条
第
一
項
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主
と
し
て
保
険
会
社
、

そ
の
子
会
社
又
は
第
四
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
行
う
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の

二

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
。
た
だ
し
、
同
項
第
三
十
四
号
の
三
及
び
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に

つ
い
て
は
銀
行
子
会
社
等
（
法
第
百
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
銀
行
子
会
社
等
を
い
う
。
次
項
第
三
号

及
び
第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
限
り
、
次
条
第
二
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
号
ま

で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
証
券
子
会
社
等
（
法
第
百
六
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
証
券
子
会
社
等
を

い
う
。）を
有
す
る
場
合
に
限
り
、
次
条
第
二
項
第
四
十
一
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て

は
信
託
子
会
社
等
（
法
第
百
六
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
信
託
子
会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
有
す

る
場
合
に
限
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
中
「
か
ら
第
三
十
四
号
の
三
ま
で
」
を
「
、
第
三
十
四
号
の
二
及
び
第
三
十

四
号
の
三
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
二
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
二

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
四
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
自
家
型
前
払
式
支
払
手
段
を
発
行
す

る
業
務
若
し
く
は
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
三
者
型
前
払
式
支
払
手
段
を
発
行
す
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
前

払
式
支
払
手
段
を
販
売
す
る
業
務

二
十
二
の
二

削
除
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